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　人ロの動き
　10月1日現在
男4，142（十3）
女4，231（一1）
計　　8，373（＋2）

世帯数2，306（＋2）

　（）は前月比較



入歳

自動車取得税交付金0．6％

地方特例交付金0．3％

利子割交付金O．1％

聴税

　鰺．鞭誉

繰越金4．7％

諸収入2．4％

分担金
及び負担金2つ％

使用料
及び手数料1．0％

財産収入O．8％

＼繰入金0．7％

　　地方譲与税1．1％
地方消費税交付金1．2％

繋織
　　、鄭
計　　　識
　　　醤
9万円

　　　県支出金

　　　　6．9％

国庫支出金
＼7．1％

　
平
成
十
一
年
度
の
決
算
が
、
九
月
二

十
五
日
の
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
決
算
は
、
平
成
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
収
支
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
一

般
会
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
　
歳
入
は
五
十
五
億
二
千
五
百
三
十
九

万
円
、
歳
出
は
五
十
一
億
五
百
九
十
二

万
円
で
、
十
年
度
に
比
べ
歳
入
で
は

七
・
七
響
、
歳
出
で
は
一
〇
・
八
鄭
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
は
、
町
税
、
分
担
金
、
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
、
町
が
自

合
5
3

入
2
，

歳
億
　
　
・
－
・

駈
　
蔦

蕗
寒
参

町債
10．7％

地方交付税
　45．3％

ら
の
手
で
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
十
一
年
度
の
決
算
は
、
七
三
・

三
新
と
依
存
財
源
の
高
い
状
況
が
依
然

と
し
て
続
い
て
い
る
も
の
の
、
十
年
度

の
七
五
・
三
新
に
比
べ
る
と
、
二
暫
で

は
あ
り
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
好
転
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
「
快
適
な
暮
ら

し
の
中
に
、
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
目
標
を
定
め

て
事
務
・
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
な
っ
た
「
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
最
初
の
施
設
と

な
る
温
泉
施
設
の
用
地
造
成
を
実
施
中
。

十
二
年
に
建
物
に
着
工
、
十
三
年
十
一

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
仙
田
地
域
総
合
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
仙
田
郷
農
村
総
合
公
園

　
　
　
　
く

の
雪
室
の
躯
体
が
完
成
。
十
三
年
四
月

に
は
、
メ
ー
ン
施
設
の
体
験
交
流
館
が
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
広
域
里
創
プ
ラ
ン
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
コ
テ
ー
ジ
C
棟
の
完
成
、

光
の
館
、
物
語
の
道
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
広
域
六
市
町
村
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
ら
れ
た
十
二
年
度
実
施
の

『
大
地
の
芸
術
祭
』
は
、
入
り
込
み
数
十

六
万
人
余
り
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
度
決
算
目
的
別
歳
出
の

内
訳
に
そ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に

紹
介
し
ま
す
。

12・1・・10②



教育費8．5％
4億3，365万円

　学校教育、社会教育、社会体育、

学校給食などを実施するための費用

に充てられました。平成10年度から

取り組んだ中国黒龍江省とのスポー

ツ交流は2年目を迎えました。また、

卓球コーチの招へいによって、競技

のレベル向上が図られています。

ハルビン市から卓球交流団を迎え、川中
卓球部とブレゼントの交換（11年5月）

　川西町長選挙、町議会議員補欠選挙
　開票作業のようす（11．6．20執行）

　一般庶務、人事、財政、財産管理、

広報、交通安全、町の将来計画や広

域計画、町民税の賦課徴収に関する

ことのほか、戸籍・各種証明、選挙、

統計などを実施するための費用に充

てられました。退職手当組合負担金

などは一括ここで計上されています。

一

畠

し
　
臼

●

消防費3．6％
1億8，573万円

　十日町地域広域消防負担金が計上

されています。平成11年においては

火災が3件、救急車の出動が193回

ありました。また、町消防団員359

人が、地域の生命・身体及び財産を

火災から保護するため、諸活動を展

開しています。

圏域消防団を動員しての水防訓練。
いざというときに役立ちます（11年6月〉

　商工業の振興、観光事業のほか、

広域6市町村で実施している「里創

プラン」事業などに充てられました。

里創プラン事業にかかる分は負担金

となっていますが、コテージC棟や

光の館の取り付け道路・同給水管布

設事業などが実施されています。

衛生　費乳6％
3億8，624万円

　住民検診を始めとする各種検診事

業、母子保健事業、環境衛生事業、

清掃業務などの費用に充てられまし

た。病気の早期発見・早期治療に努

めるとともに、健康づくり対策とし

て葬寝たきりにならないための予防

活動」も活発に展開しています。

　
　
　

リハビリ教室から（1偉掬月活牲化センター）

③12．1・．1・



特別会計決算

歳入 5億7，032万7干円
国　　民
健康保険

歳出 5億2，094万7千円

国民健康
保険診療所

歳入 2億5，577万5干円

歳出 2億5，070万2干円

老人保健

歳入 10億5，713万4干円

歳出 10億1，399万5干円

簡易水道
事　　業

歳入 1，379万3干円

歳出 1，352万6干円

下水道
事　　業

歳入 3億8，554万2干円

歳出 3億8，074万8干円

地域振興券

交付事業

歳入 3，594万8干円

歳出 3，567万4干円

　牽田町地域シル難一人材懸

ンター委託金燃ほ謹んど茜め

欝お鱗、委託の業務とし懸ぽ

役場庁舎癖総合弛灘ター．総

合体育館姦どの宿瞬薗灘業の

ほか、庚塚運動場攣常子運動

場、町道の草刈鱗な濫懸実施

じ離・ま蔵、

労働　費　曝％
2，窪7醐藤円

難
縄
鰯
舞
業
の
畿
覆
講

10月22日は新潟県知事選挙の投票日です
　任期満了に伴う新潟県知事選挙が10月22日に実施されます。投票は、町内16か所の投票所で行われます。投票時

間は、午前7時から午後8時までですが、仙田地区の6か所の投票所では投票所を閉める時間を1時問繰り上げ、午

後7時となりますのでご注意ください。また、投票所が変更になる区域がありますので、投票に出かける際は、入場

券で投票の場所、投票の時問を確認のうえ投票におこしください。

◆投票場所の変更

　次の区域では、今までと投票所が変更になります。

・第4投票所（みのり団地、上野、下平新田）は、上野地区コミュニティセンターで行います。

・第8投票所（塩辛、仁田、野□、四十歩）は、川西町高齢者コミュニティーセンターで行います。

・第13投票所（赤谷、岩瀬、大倉）は、岩瀬集落センターで行います。

◆不在者投票

　投票日に仕事や旅行などで投票に行けない人は、不在者投票をすることができます。

　期間は、10月5日から10月21日まで（士曜日、日曜日でも投票ができます。）

　時間は、午前8時30分から午後8時まで

　場所は、川西田丁地域活性化センター4階第2研修室です。

　※新潟県知事選挙にっいてのお尋ねは、川西町選挙管理委員会へご照会ください。

　　電話68－3111（内線412・413）
蕪
▲明るい選挙を呼びかける啓発活動

　　　　　　12・10・10④



▲保育園ではこんなことして遊んでるよ（仙田保育園）

平
成
1
3
年
度

保
育
園
入
所
申
し
込
み
受
け
付
け

■
受
付
期
間

　
1
0
月
2
0
日
團
～
H
月
2
0
日
㈲

■
申
し
込
み
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
及
び
各
町
立
保
育

園
に
備
え
付
け
の
「
保
育
所
入
所
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
規
入
所
希
望
児
童
分
の
申

し
込
み
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
窓
口
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
添
付
書
類

・
「
保
育
所
入
所
児
童
家
庭
調
査
表
」

・
入
所
希
望
の
理
由
が
「
疾
病
・
負
傷

　
な
ど
」
及
び
「
病
人
の
介
護
な
ど
」

　
と
な
る
方
は
、
医
師
の
診
断
書
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が
で

　
き
な
い
児
童
は
、
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
内
に
入
所
希
望
児
が
2
人
以
上

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
　
「
行
政
相
談
委
員
」
制
度
！

　
全
国
の
市
町
村
に
は
、
総
務
庁
が
任

命
し
た
行
政
相
談
委
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
高
橋
英
雄
さ
ん

（
学
校
町
・
総
歳
）
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
の
任
務
は
、
日
ご
ろ

国
の
行
政
機
関
の
業
務
に
つ
い
て
不
満

や
疑
問
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と

を
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
き
に
、
身
近
で
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
の
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
不
満

や
疑
問
に
対
し
て
直
接
何
か
を
し
て
あ

げ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ

と
を
管
轄
し
て
い
る
行
政
機
関
に
連
絡

し
、
そ
の
機
関
か
ら
対
処
し
て
い
た
だ

　
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご
と
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
児
童

　
で
、
入
所
申
し
込
み
時
に
「
保
育
の

　
実
施
を
希
望
す
る
期
間
」
を
就
学
前

　
ま
で
と
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
申

　
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
保
育
所
入
所
児
童
家
庭
調
査
表
」

　
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

申
込
書
は
家
族
の
方
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
奮
6
8
1

3
1
1
1
〈
内
線
2
0
1
〉
）

く
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
国
の
機
関
と
の

パ
イ
プ
役
で
す
。

　
相
談
事
項
は
、
原
則
と
し
て
国
の
行

政
機
関
が
行
っ
て
い
る
事
務
事
業
に
つ

い
て
の
不
満
や
疑
問
に
対
し
て
で
あ
り

ま
す
が
、
地
方
行
政
（
県
・
市
町
村
）

に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
相
談
日
や
会
場
に
つ
い
て

毎
月
「
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
会
場
に
こ
れ
な
い
方
は
直
接

電
話
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
川
西
町
行
政
相
談
委
員

　
　
学
校
町
　
　
高
橋
英
雄

　
　
　
（
奮
6
8
－
3
3
3
4
）

◆
募
集
人
員
と
申
込
書
の
提
出
先

施設名 募集人員

千手保育園

就
学
前
児
童

80人

南原保育園 45人

上野保育園 60人

橘保育園 80人

仙田保育園 30人

　
申
込
書
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉

係
ま
た
は
各
町
立
保
育
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

働12．1・．1・



『手手露香』が町無形文化財に指定

▲芸能まつりで発表される「千手露香」

　このほど、町文化財調査審議会（南雲守会長）が、町無形文化財と

して「千手露香」を指定する意見書を提出しました。

　露香は独特の節まわしや歌詞が特徴で、当時の上流階級の人たちの

お座敷での優雅さを伝えており、江戸末期に上総・下総（千葉県）、

近江（滋賀県）の国辺りで盛んに歌われたといわれています。

　千手には、中継ぎ商人を通じて寛永年間に伝わってきたといわれて

おり、およそ350年もの永きにわたって歌い踊り継がれてきました。

露香に「千手」という地名を入れたことのゆかりは定かではありませ

んが、この地独特の地うたに定着させたいという願いがあったようです。

　この伝承芸能を何とか次代に伝えたいということで、昭和54年8月、

千手露香保存会（保坂トシ会長・会員20人）が結成され、以来、同保

存では毎月2回の練習を重ね、若い人たちにも参加を呼びかけながら、

伝承・保存に尽力しています。

　　　　　　　1

消防西分署の救急車を更新
　このほど、十日町地域西分署に配置されてある救急車が最新医療機器

を備えた救急車に更新されました。西分署では現在1台所有しており、

その耐用年数7年が経過したため更新となったもので1台1，448万円。

　更新された救急車は防振ベッドを搭載し、最新の心臓マッサージ機、

携帯型の心電図、計測器、血圧モニター、携帯電話などが装備されてい

ます。また、救急n：課程級の救急車で、同課程を終了した者でないと乗

車できません。十日町地域消防署管内で3台目となります。

〈
更
新
さ
れ
た
救
急
車

》
東
京
ド
ー
ム
の
実
感
を
味
わ
う
子
供
た
ち

覇あこがれの東京ドーム
　橘野球スポーツ少年団は、長野県飯山市常盤野球クラブと以

前から交流を図っており、それが縁で、このほど一行22人が神

宮球場でのプロ野球観戦と東京ドームでの合同練習などをする

機会を得ました。青い人工芝、迫りくる巨大な観客席、遠いバ

ックスクリーン…。子供たちは、あこがれのマウンドやバッタ

ーボックスに立って、一生涯忘れることのできない経験をして

きたようです。

　また、常盤野球クラブが昭和62年からジャガイモ・サツマイ

モ・ケナフなどの植え付け、草取り、それら収穫の作業を通じ

て、自然体験農業を肌で体験をさせていると聞き、東京ドーム

での貴重な体験と同時に、別の大きな収穫も得てきたようです。

》
9
月
4
日
～
5
日
の
両
日
実
施
さ

れ
た
千
手
ま
つ
り
。
恒
例
と
な
っ
た

み
こ
し
の
競
演
は
大
変
盛
り
あ
が
り

ま
し
た

〉
9
月
3
日
、
小
白
倉
集
落
で
実
施

さ
れ
た
「
も
み
じ
引
き
」
行
事
。

ロ
ン
ド
ン
A
A
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
1
1

か
国
・
1
9
人
も
参
加
し
ま
し
た

カ
メ
ラ
書
ん
ぽ
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市
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レ
ト
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2
枚
と
も
7
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川
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川
西
町
小
学
校

〔
男
子
〕

5
年
1
0
0
メ
ー
ト
ル

①
富
井
正
広
（
馬
場
）
②
金
子
竜
美

　
（
上
野
）
⑤
村
越
俊
介
（
橘
）

6
年
同
③
高
橋
佑
太
郎
（
千
手
）
⑤
保
坂
洋

　
二
（
千
手
）
⑥
宮
　
友
宏
（
千
手
）

5
年
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル

①
村
越
俊
介
（
橘
）
②
阿
部
将
吾

　
（
下
条
）
③
渡
辺
謙
人
（
川
治
）

6
年
同
①
井
川
智
之
（
下
条
）
②
山
本
隆
史

　
（
中
条
）
③
太
田
和
成
（
鐙
島
）

5
年
走
り
幅
跳
び

①
水
落
祐
太
郎
（
中
条
）
⑤
丸
山
健

士
郎
（
千
手
）
⑧
金
子
竜
美
（
上
野
）

6
年
同
①
池
田
　
大
（
川
治
）
②
丸
山
夏
樹

　
（
東
）
⑥
丸
山
健
吾
（
橘
）

5
年
走
り
高
跳
び

①
金
沢
翔
吾
（
水
沢
）
②
小
宮
山
諒

　
（
中
条
）
⑧
小
野
塚
裕
（
千
手
）

6
年
同
①
川
崎
将
幸
（
千
手
）
②
星
名
貴
弘

　
（
千
手
）
③
宮
　
友
宏
（
千
手
）

5
年
8
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

①
山
田
圭
佑
（
十
日
町
）
①
阿
部
進

太
郎
（
十
日
町
）
⑩
山
家
成
幸
（
橘
）

6
年
同
①
惣
山
昭
紀
（
十
日
町
）
②
保
坂
洋

　
二
（
千
手
）
⑩
佐
藤
　
諒
（
千
手
）

5
年
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

①
馬
場
小
②
川
治
小
③
中
条
小

6
年
同
①
千
手
小
（
高
橋
佑
太
郎
、
保
坂
洋

　
二
、
川
崎
将
幸
、
宮
友
宏
）
②
下

条
小
　
⑤
橘
小
（
藤
巻
健
太
、
清
水

拓
矢
、
根
津
裕
太
郎
、
羽
鳥
優
宏
）

〔
女
子
〕

5
年
1
0
0
メ
ー
ト
ル

①
茂
野
優
香
（
東
）
⑧
渡
辺
響
子

　
（
橘
）
⑩
北
村
美
加
（
千
手
）

6
年
同
①
大
島
さ
や
か
（
東
）
②
小
杉
一
恵

　
（
下
条
）
⑨
小
林
加
奈
（
仙
田
）

5
年
8
0
0
メ
ー
ト
ル

①
村
山
未
有
（
東
）
②
遠
田
　
葵

　
（
川
治
）
③
関
谷
み
な
子
（
川
治
）

6
年
同

　
①
水
落
あ
す
か
（
鐙
島
）
②
田
村
真

理
（
十
日
町
）
⑥
松
田
麻
耶
（
橘
）

5
年
走
り
幅
跳
び

①
須
藤
美
花
子
（
中
条
）
④
蔵
品
麻

，
弥
（
千
手
）
⑤
高
橋
未
来
（
上
野
）

6
年
同
①
大
島
さ
や
か
（
東
）
②
阿
部
江
里

　
子
（
十
日
町
）
②
中
島
あ
す
香
（
水

沢
）

5
年
走
り
高
跳
び

①
渡
辺
響
子
（
橘
）
⑦
星
名
美
佳

　
（
千
手
）
⑧
北
村
美
加
（
千
手
）

6
年
同
①
小
林
い
づ
み
（
川
治
）
③
小
幡

裕
美
（
橘
）
⑤
押
木
莉
絵
（
上
野
）

5
年
8
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

①
羽
鳥
め
ぐ
み
（
十
日
町
）
⑧
南

雲
春
佳
（
千
手
）
⑩
茂
野
愛
美

　
（
千
手
）

6
年
同
①
小
林
一
恵
（
下
条
）
②
馬
場
さ

　
お
り
（
十
日
町
）
④
小
林
加
奈

　
（
仙
田
）

5
年
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

①
川
治
小
②
東
小
③
千
手
小
（
田
村

知
佳
、
蔵
品
麻
弥
、
尾
身
李
奈
、

北
村
美
加
）

6
年
同
①
東
小
②
川
治
小
③
十
日
町
小

混
成
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

①
上
野
A
（
根
津
亮
輔
、
金
子
喜
由
、

水
品
貴
絵
、
押
木
昌
史
）
②
東
下
組

小
④
仙
田
小
A
（
高
橋
直
一
、
小
川

知
美
、
登
坂
　
歩
、
小
林
加
奈
）

i嚢嚢籔籔i翻1籔籔籔籔籔1籔籔籔籔籔lli鱗髪籔籔籔1菱籔籔萎

　
　
ぷ

《
・
ζ
！
∪

『介護保険料』詐欺に注意を1
　　1人暮らしの高齢者を狙い、介護保険に目をつけた詐欺事件が

大阪市内で多発。65歳以上の保険料徴収が10月から始まるのにか

こつけて、現金をだましとる手口が目立っています。

　　r保険料は、基本的には年金からの天引きで、職員が直接受け

取りには行きません」．　「おかしい」と思ったら、役場や警察に

ご一報をお願いします。
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「
敬
老
の
日
」

　
　
　
40
人
に
祝
い
品
を
贈
る

　
老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
三
十
日
）

に
ち
な
ん
で
、
県
と
町
か
ら
八
十
八
歳

（
米
寿
）
四
十
人
に
敬
老
祝
い
品
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
五
日
、
町
長
、

助
役
、
収
入
役
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て

直
接
祝
い
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
お

祝
い
を
受
け
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
高
橋
ト
モ
（
中
島
町
）
、
江
ロ
キ
ヌ

（
朝
日
町
）
、
丸
山
正
平
（
東
善
寺
）
、

高
橋
ク
マ
（
上
町
）
、
清
水
ス
イ
（
上

町
）
、
南
雲
き
み
（
田
中
町
）
、
佐
藤

ツ
ゲ
（
田
中
町
）
、
柄
沢
ツ
ル
（
学
校

町
）
、
中
条
キ
ミ
（
木
島
）
、
星
名
正

一
（
木
島
）
、
数
藤
ト
ヨ
（
沖
立
）
、

櫃
間
ミ
チ
（
伊
友
）
、
星
名
美
与
志

（
伊
友
）
、
丸
山
フ
ヂ
（
高
原
田
）
、

渡
辺
忠
治
（
高
原
田
）
、
高
橋
仁
太
郎

（
坪
山
）
、
田
村
甚
作
（
鶴
吉
）
、
清

田口町長からお祝い品を受ける

　　　　　　　　　　数藤トヨさん

水
キ
ク
（
あ
か
ね
園
）
、
田
中
ふ
じ

（
あ
か
ね
園
）
、
松
沢
正
治
（
上
野
）
、

中
嶋
ト
メ
（
上
野
）
、
星
名
治
郎
作

（
上
野
）
小
林
ヨ
キ
（
元
町
）
、
渡
辺

直
作
（
新
町
新
田
）
、
井
川
勘
蔵
（
新

町
新
田
）
、
樋
口
正
雄
（
下
平
新
田
）
、

水
品
正
一
郎
（
三
領
）
、
高
橋
花
（
三

領
）
、
小
海
正
太
郎
（
小
根
岸
）
、
小

幡
キ
ヨ
（
仁
田
）
　
野
沢
ク
ニ
（
野
口
）
、

滋
野
ミ
キ
（
野
口
）
、
丸
山
権
吉
（
原

田
）
、
丸
山
正
平
（
下
原
）
、
清
水
ハ

ナ
（
寺
ケ
崎
）
、
山
家
ケ
ン
（
木
落
）
、

永
井
マ
ッ
（
木
落
）
、
高
野
キ
ヨ
（
中

仙
田
）
、
中
条
秀
雄
（
岩
瀬
）
、
中
条

チ
サ
ノ
（
大
倉
）

　
総
務
庁
が
九
月
十
四
日
、
十
五
日
現

在
の
高
齢
者
人
口
推
計
値
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
は
、
昨
年
よ
り
約
七

押木助役からお祝い品を受ける

　　　　　　　　　永井マツさん

田ロ町長からお祝い品を受ける
　　　　　　　　渡辺直作さん

十
四
万
人
多
い
二
千
百
九
十
万
人
（
男

性
九
百
十
三
万
人
・
女
性
千
二
百
七
十

七
万
人
）
で
、
総
人
口
の
一
七
・
三
％

を
占
め
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
五
十
二
万
六
千
人
、
高
齢

化
率
二
一
．
二
％
（
前
年
比
○
・
五
％

増
）
、
当
町
の
六
十
五
歳
以
上
人
口
は

二
千
二
百
七
十
三
人
、
高
齢
化
率
二
七

．
一
％
（
前
年
比
○
・
二
％
増
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

根津収入役からお祝い品を受ける
　　　　　　　　　　中条秀雄さん

　平成12年9月15日現在
（平成13年4月1日満年齢）町長寿者番付西Jll（敬称略）

東 西

氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年齢 氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年齢

北村クメ 山野田 日出太 M30．4．10 103 横　綱 村山シマ 新町新田 若山昭治 M33．5。12 100

数藤寅治 沖　　立 寅　夫 M34．4，3 99 大　関 　　　　▼高橋惣治i室　　島 寅　治 M34．6．5i99
南雲ヤス 田中町 善　治 M35．7。7 98 関　脇 田村チヤウ 鶴　　吉 一　策 M35。7，231　98

…

田ロキヨ 木　　落 直　正 M36．1．7 98 小　結 丸山宗太郎 下　　原 本　人 M36．2．26 98

小海クヨ 小根岸 益　男 M36、10、23 97 前　頭 石田コ　ト 小　　脇 太郎松 M36．10．27 97

星名ハル 学校町 美　信 M37．1、27 97 2 高橋ヒサ 中仙田 恒　平 M37．3，4 97

宮本貞子 発電所通り東 昌　幸 M37．10．1 96 3 柄澤荘八 沖　　立 数藤　実 M37．12．7 96

根津英作 上　　野 本　人 M37．12．21 96 4 渡辺シゲ 上　　野 孝　平 M38．1。19 96

田村力子 あかね園 本　人 M38．3．27 96 5 星野ミン 野　　口 勝　平 M38。4．4 95

平野久蔵 四郎兼 治 M38．9．26 95 6 滋野リャウ 野　　口 義　雄 M38．10．8 95

高橋セキ 高　　倉 明 M39．2．9 95 7 引間ヤス 坪　　山 イネ子 M39。9。5 94

高橋源次 高　　倉 明 M39．10．1 94 8 南雲佐藤治 三　　領 金太郎 M39．11．14 94

高橋シン 三　　領 鉄　平 M39，12．29 94 9 羽鳥イセ 伊　　友 昭　二 M4（瓦2．3 94

清水ミヨ 寺　　尾 久　一 M40．2．13 94 10 星名フミ あかね園 本　人 M40。3．10 94

12・1・・1・③



川
西
町
長
選
挙
⑭

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

全
域
で
乱
戦
も
よ
う
か

　
根
津
町
長
の
町
葬
が
済
ん
で
町
長
選

挙
の
日
程
が
決
ま
る
と
、
だ
れ
が
出
馬

す
る
と
か
、
し
な
い
と
か
、
町
長
に
ふ

さ
わ
し
い
人
物
は
だ
れ
そ
れ
だ
な
ど
と

流
言
が
飛
び
交
い
、
噂
が
ま
た
噂
を
呼

ん
で
町
中
が
に
わ
か
に
あ
わ
た
だ
し
く

な
っ
た
。
こ
の
有
様
を
思
い
お
こ
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
「
虚
実
の
序
盤
」

と
題
し
、
十
日
町
新
聞
（
昭
和
五
十
八

年
六
月
五
日
号
）
が
一
面
ト
ッ
プ
で
報

じ
た
記
事
を
次
に
掲
げ
る
。

　
川
西
町
で
は
、
根
津
正
三
町
長
の
死

去
に
と
も
な
う
次
期
町
長
選
挙
へ
の
動

き
が
具
体
化
し
て
い
る
。
同
町
選
挙
管

理
委
員
会
は
五
月
三
十
一
日
委
員
会
を

開
き
、
同
町
長
選
の
日
程
を
「
七
月
三

日
告
示
、
同
十
日
投
票
」
と
決
定
、
こ

れ
に
よ
っ
て
事
実
上
、
わ
ず
か
四
十
九

日
間
と
い
う
異
例
に
短
い
選
挙
戦
が
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
三
日
午
前
現
在
、

政
界
・
経
済
界
・
地
区
・
あ
る
い
は
地

縁
血
縁
を
め
ぐ
っ
て
虚
々
実
々
の
か
け

ひ
き
が
展
開
さ
れ
、
下
馬
評
に
は
八
人

の
名
前
が
の
ぼ
る
と
い
う
乱
戦
も
よ
う

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
全

域
一
本
化
と
い
う
底
流
を
含
み
な
が
ら

確
定
的
な
状
況
が
不
足
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
各
人
と
も
情
勢
を
に
ら
ん
で

正
式
な
出
馬
表
明
に
は
慎
重
な
構
え
だ
。

　
今
回
の
町
長
選
は
、
混
乱
を
極
め
た

統
一
地
方
選
中
魚
沼
郡
県
議
会
議
員
選

挙
の
あ
と
を
受
け
て
、
町
長
急
逝
に
よ

る
突
然
の
も
の
。
こ
の
た
め
全
域
で
自

然
に
「
選
挙
は
当
然
と
し
て
も
あ
く
ま

で
公
明
選
挙
で
」
と
す
る
雰
囲
気
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
り
、
焦
点
は
立
侯
補
予
定

者
の
政
策
論
争
、
政
見
が
大
き
な
ウ
エ

ー
ト
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
　
　
（
文
中
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

異
例
の
4
9
日
間
決
戦

　
三
日
ま
で
に
下
馬
評
に
上
っ
て
い
る

人
は
、
上
野
地
区
で
小
川
清
次
（
下
平

新
田
）
、
押
木
元
男
（
元
町
）
、
上
村
政

基
（
上
野
）
の
三
人
、
仙
田
地
区
は
金

子
幸
作
（
岩
瀬
）
一
人
、
橘
地
区
も
滋

野
一
郎
（
野
口
）
一
人
、
千
手
地
区
が

数
藤
彦
三
（
沖
立
）
、
南
雲
春
雄
（
中

央
町
）
、
丸
山
富
司
（
中
屋
敷
）
三
人

の
八
人
。
人
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら

動
き
出
す
場
合
も
十
分
に
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
流
動
的
な
状
態
だ
。

　
小
川
清
次
（
六
八
）
は
現
同
町
議
会

議
長
と
い
う
立
場
か
ら
、
下
馬
評
に
は

の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
本
人
は
「
根
津
町

長
没
後
の
さ
ざ
波
は
最
小
限
に
」
と
も

　
　
　
て
ん

つ
ぱ
ら
悟
淡
と
ま
と
め
役
、
調
整
役
に

徹
す
る
意
向
。
若
手
議
員
の
旗
手
押
木

元
男
は
町
長
へ
の
嘱
望
の
声
は
高
く
自

身
の
意
志
も
な
く
は
な
い
が
、
「
ま
と

め
役
に
回
る
確
立
の
方
が
高
い
」
と
し

て
い
る
。
上
野
地
区
で
は
異
色
の
存
在

が
今
春
十
日
町
市
経
済
部
長
を
退
職
し

た
ば
か
り
の
上
村
政
基
（
五
八
）
、
本

人
へ
期
待
は
大
い
に
あ
る
が
、
川
西
に

帰
っ
て
日
が
浅
い
だ
け
に
こ
れ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
は
苦
し
い
面
も
あ
る
。
こ
の

地
区
は
根
津
町
長
の
地
盤
だ
っ
た
こ
と

も
手
伝
い
、
立
候
補
者
が
出
る
可
能
性

は
高
く
な
い
。

カ
ギ
は
千
手
地
区
の
動
き

　
仙
田
地
区
は
根
津
町
長
初
出
馬
の
際

激
戦
を
演
じ
た
南
雲
章
元
議
長
の
地
盤

「
今
度
は
仙
田
か
ら
町
長
を
」
と
す
る

動
き
が
金
子
幸
作
（
五
八
）
に
つ
な
が

っ
た
が
、
本
人
は
「
十
中
八
九
そ
の
事

態
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
か
な
り
否
定
的

な
見
解
。

　
同
町
議
会
で
は
若
手
な
が
ら
も
三
十

年
に
お
よ
ぶ
議
会
歴
を
も
つ
滋
野
一
郎

（
五
五
）
は
、
早
く
か
ら
下
馬
評
に
あ

が
り
意
欲
も
十
分
だ
。
が
、
「
軽
々
し

く
口
に
出
せ
な
い
が
、
四
、
五
日
中
に

は
ど
ち
ら
か
の
最
終
決
断
を
」
と
心
中

を
語
っ
て
い
る
。

　
千
手
地
区
は
、
同
町
の
中
心
街
に
も

か
か
わ
ら
ず
過
去
十
五
年
あ
ま
り
首
長

を
出
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
「
千
手

か
ら
町
長
を
」
と
す
る
空
気
は
根
強
く

あ
る
程
度
の
混
乱
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
千
手
地
区
一
本
化
の
最
有
力

候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
前
助
役
の
数
藤

彦
三
（
六
五
）
は
二
日
、
は
や
ば
や
と

本
紙
に
「
持
病
が
あ
る
し
自
分
の
身
内

が
亡
く
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
そ
っ
と

し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
表
明
、

翻
意
の
な
い
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
る
。

　
昨
年
九
月
助
役
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
南
雲
春
雄
（
五
七
）
は
、
大
勢
と
し

て
本
命
視
さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
で

は
本
人
の
意
志
は
ど
っ
ち
に
も
固
ま
っ

て
お
ら
ず
、
出
馬
か
否
か
は
な
お
微
妙
。

十
二
年
と
い
う
長
い
教
育
長
の
キ
ャ
リ

ア
を
も
つ
丸
山
富
司
（
六
〇
）
は
二
日

辞
表
を
町
長
職
務
代
理
者
あ
て
に
提
出
。

「
あ
く
ま
で
も
私
な
り
き
に
明
る
い
選

挙
で
町
民
の
審
判
を
受
け
た
い
」
と
一

番
名
の
り
を
あ
げ
た
。
過
去
、
千
手
地

区
は
侯
補
者
を
全
地
区
一
本
化
し
て
お

し
た
経
過
が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

政
治
・
経
済
の
両
筋
か
ら
こ
れ
に
成
功

す
れ
ば
あ
る
い
は
事
実
上
の
無
競
争
と

い
う
事
態
も
。
同
町
全
域
で
出
馬
表
明

が
あ
が
り
は
じ
め
る
の
が
十
日
前
後
か

ら
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
の
動

向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

二
氏
の
］
騎
討
ち
か

　
町
長
侯
補
の
下
馬
評
に
の
ぼ
っ
た
人

た
ち
の
う
ち
、
い
ち
早
く
名
乗
り
を
上

げ
た
の
は
丸
山
富
司
で
あ
っ
た
が
、
ほ

か
に
は
立
侯
補
の
動
き
が
な
く
、
告
示

の
日
が
せ
ま
っ
て
も
な
お
静
か
な
町
に

有
権
者
は
首
を
か
し
げ
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
根
津
町
政
を
円
満
に
継
承
し
て

町
財
政
の
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る

（欝償朔鮒醐溺β蟻感爾雛臼　　（

〈
昭
和
5
8
年
当
時
の
新
聞
の
写
し
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全
域
で
乱
戦
も
よ
う
か

　
　
　
劉
顯
．
七
月
牽
同
裂
虚
実
の
序
盤

汰
、
鰹
鰯
膨
蜜
蝿
の
　
　
就
よ
．

■
、
　
　
源
申
冴
蕨
2
、
い
る
、

　
雌
龍
鳳
、
　
’
、
．
　
　
』
《

ポ

躍
・
．
寒
窃
箋
　
　
　
．
ぜ
，
冴
款

　
　
、
　
卿
煎

羅
戴
欝
韓
馨
　
　
・
o
職

w
　
、
亀
㍉
　
　
　
磁
磁
、
鮮

黛
鮪
ζ
之
鴛
く
　
“
孫
9

　
　
が
9
絶

鐸
慧
駕
詠
騨
今
飼
　
、
　
・

　
　
舅
　
、

－

擁
燃
　
　
　
蕊

み
レ
お
　
セ
　
　
　
ぱ
ぎ
ロ

　
　
　
　
　
き
を
な

　
多
堕
糠
鍛
蕪

嚇
　
　
　
蕪

・
◎
、
　
蓬
・
灘

　
　
　
　
　

　
鍛
　
験
欝

、
灘
譲
謙
醐

　
壌
轍
攣
、

町
議
会
の
有
志
が
行
動
を
お
こ
し
、
町

長
職
務
代
理
助
役
の
南
雲
春
雄
が
出
馬

を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
南

雲
春
雄
に
は
立
侯
補
の
意
志
が
無
か
っ

た
が
、
出
馬
に
ふ
み
切
っ
た
の
は
「
財

政
再
建
を
宣
言
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た

前
町
長
の
意
志
を
自
分
が
継
が
ね
ば
」

と
決
意
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
人
の
世
は
非
情
・
冷
酷
で
、
時
代
が

あ
る
人
物
を
必
要
と
す
れ
ば
、
本
人
が

ど
ん
な
に
拒
ん
で
も
顕
職
の
座
に
祭
り

上
げ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
、
国
政
選

挙
で
「
出
た
い
人
よ
り
出
し
た
い
人
を
」

の
標
語
を
耳
に
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の

と
お
り
で
、
根
津
正
三
は
必
要
と
さ
れ
1
0

て
い
や
い
や
な
が
ら
立
侯
補
し
た
。
　
1
0

「
あ
な
た
し
か
い
な
い
」
と
促
さ
れ
た
乞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

南
雲
春
讐
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
．
⑨



　
●
参
集
範
囲

　
●
そ
の
他

噸繊　
※
問
い
合
わ
せ

＼
H
議
籔
霧
銀
ザ
蓄
き
穿
講
蒙
騨
馨
馨
憲
巻
誉
，
　
譲
．
．
、
，

幽
『
県
知
事
と
の
さ
わ
鰯
励
黎

繍
県
で
オ
民
の
皆
さ
ん
か
ら
県
政
に
関
す
る
幅
広
い
ゾ
〕
意
見
●
ご

襯
提
言
を
お
聴
き
し
・
県
政
に
反
映
す
る
た
め
・
次
に
よ
り
「
知
事
と
の

蜘　さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
当
日
は
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
自
由
に
ご
提
言
を
い
た
だ

繍
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
器
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
・

識
燃
●
日
時
H
易
昌
午
後
－
時
3
。
分
§
時
3
0
分

蝿
●
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

鱒

螺幽撫ざ礎拶3鱒癩駅灘誘鱗繋々’軸鰍・／噌繊鍮、趣顧f轟傭

4
日
出
～
5
日
㈲

11

か
わ
に
し
自
満
祭

4
日
の
催
し

会
場
川
西
中
学
校

十
日
町
地
域
広
域
圏
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の
人

当
日
、
発
言
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
1
0
月
2
5
日
困
ま
で

に
役
場
総
務
課
（
奮
6
8
1
3
1
1
1
〈
内
線
3
0
1
・

3
0
5
〉
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
又
は
、
県
庁
広
報
広
聴
課
広
聴
係

（
磐
2
5
－
2
8
5
1
5
5
1
1
〈
内
線
2
1
1
6
〉
ζ

・
盈
難
舞
鐘
繋
鯵
籔
嚢
、
舞
ぐ
響
鍵
購
撫
．
藩
藩
蔑
軍
燃
、
β
嚢
窯

『1日社会保険移動相談所』
『国民年金保険料集合徴収』

　　　　　　　　を実施します

　新潟社会保険事務局六日町事務所では、地域の皆

様から年金や健康保険についてより理解を深めてい

ただくために、「1日社会保険移動相談所」を開設

いたします。

　当所職員が年金や健康保険の相談及び請求手続の

方法など、社会保険の相談に応じますので、お気軽

にご利用ください。相談は無料です。

　また、当日、同会場にて「国民年金保険料集合徴

収」を行っております。

日　時　IO月18日（水）午前10時～午後3時

会　場　川西町役場4階　円卓会議室

◆
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演

　
　
午
後
6
時
～
8
時

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス

　
ト
　
　
午
前
9
時
～
午
後
8
時

》
増
築
さ
れ
た
松
葉
荘
休
憩
室

松葉荘が

　リニューアルオープン

5
日
の
催
し

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
（
芸
能
大
会
）

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
－
時

◆
ゆ
－
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
共
演
）

◆
琴
伝
流
大
正
琴
発
表
会

　
　
午
後
2
時
～
4
時

◆
大
な
わ
と
び
大
会

　
　
午
後
4
時
～
6
時

◆
だ
る
ま
落
し
輪
投
げ
大
会

　
　
午
前
1
0
時
～
正
午

◆
屋
台
村
開
店

　
　
出
店
希
望
者
は
、
十
月
十
七
日
ま

　
で
に
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
錦
鯉
品
評
会

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

※
サ
ケ
安
売
り
　
午
前
n
時
～

※
豚
肉
安
売
り
　
午
後
3
時
～

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス

　
ト
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▲去年の夢きゃらばん公演から

　松葉荘の浴室、休憩室（交流研修室）の増築工事

のためご不便をおかけいたしておりましたが、10月

ll日から装いも新たにご利用いただけるようになり

ました。3階までエレベーターの設置も完了したの

で、一層ご利用しやすくなりました。

★入浴利用時間　午前10時～午後8時

★休憩室ご利用時間　午前10時～午後3時

★ご利用料金　大人400円　子供（小学生）200円

★定休日　毎月第3水曜日

’噴’、々一’、噂、’◎’、騨｛◎、’“’、聯’、噂、，ゆ’、聯’、噂、，撃’、M｛解、冑、，“’、噂、，◎’、儲、◎、，◎’、噂、，¢、亀

第31回中魚沼郡・十日町市

　　　　　　　　錦鯉品評会　ご案内

とき10月21日（土）

ところ　クロス10

・出品鯉の搬入及び受け付け午前8時30分～10時

・一般公開　正午から午後3時

※問い合わせ先　農林課振興係

　　　　　　（盈68－3111〈内線332＞）

12・10・10⑩



豊
目

意（
敬
称
略
）

福
祉
に

櫃
冊
　
道
雄
（
神
奈
川
県
）

中
鉢
　
信
子
（
愛
知
県
）

十
万
円

十
万
円

r豪雪地渋海川流域の景観と環境』をあっせんします

　このほど、r（財）日本ナショナルトラスト観光資源保護調査」が完

了し、その調査の成果をまとめた冊子ができあがりました。購入を希望

される方にあっせんいたしますので、お申し込みください。

■書　名　　r豪雪地渋海川流域の景観と環境」

■金　額　　2，000円（税込み）

■申込期限　　10月31日（火）

■照会先　　川西町役場開発課（麿0257－68－3111＜内線312〉）

　　　　　　　　　　　　（FAX　O257－68－3828）

小
セ
レ

　
　
　
唖
壇

　
高
崎
正
風
選

潮
騒
を
枕
に
聞
い
て
秋
の
宿

雨
の
来
て
残
暑
一
気
に
失
せ
に
け
り

律
義
な
る
婆
の
牡
丹
餅
秋
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

刈
上
げ
て
雨
の
一
日
俳
書
読
む

大
根
の
一
雨
ご
と
に
太
り
け
り

新
米
を
焚
い
て
供
へ
て
母
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
　
星
光

水
引
草
ほ
う
ず
き
活
け
て
友
来
る
日

化
粧
す
る
窓
辺
に
咲
い
て
白
木
橦

夜
の
散
歩
星
の
高
さ
に
秋
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

ふ
と
醒
め
し
夜
半
の
闇
に
ち
ち
ろ
鳴
く

八
十
路
過
ぐ
一
と
日
ひ
と
日
の
爽
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

豆
腐
屋
の
声
追
い
か
け
て
秋
の
暮

信
濃
か
ら
越
後
へ
流
れ
稲
雀

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

水
面
打
つ
波
紋
小
さ
く
糸
と
ん
ぼ

栗
拾
う
だ
れ
も
知
ら
な
い
作
場
道

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

子
の
服
の
ゐ
の
こ
づ
ち
取
る
夕
べ
か
な

豊
作
を
語
ら
う
農
夫
刈
田
原

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

稲
架
下
に
役
の
了
り
し
案
山
子
か
な

野
菊
咲
く
寅
さ
ん
店
の
仕
舞
ひ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

東
京
の
空
捨
て
が
た
し
鰯
雲

そ
ぞ
ろ
寒
朝
市
の
婆
声
大
き

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

刈
り
終
え
て
棚
田
の
秋
も
お
わ
り
け
り

輪
菊
と
柳
と
花
火
打
ち
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

立
ち
寄
り
し
花
屋
に
秋
の
香
の
満
て
る

今
日
刈
り
し
稲
の
出
来
な
ど
夕
餉
時

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

稲
妻
の
松
之
山
よ
り
押
寄
せ
る

鴻
毛
の
身
の
生
き
の
び
て
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

梅
干
し
て
冷
た
き
水
に
顔
洗
ふ

水
中
花
開
き
て
化
粧
品
売
場

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

秋
風
の
吹
い
て
く
る
な
り
蕪
菜
蒔
く

八
十
路
生
き
老
い
て
な
ほ
生
き
盆
支
度

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

稲
架
掛
け
の
今
に
ま
だ
あ
る
山
の
里

朝
露
に
濡
れ
つ
つ
晩
稲
刈
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條

幸
せ
は
娘
等
の
集
え
る
敬
老
日

老
二
人
彼
岸
参
り
や
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦

夕
暮
る
＼
橡
の
並
木
の
蝉
し
ぐ
れ

石
平

サ
ク

一
合
の
酒
に
ほ
ろ
酔
い
秋
刀
魚
食
う

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

倒
伏
の
稲
刈
り
し
田
に
合
掌
す

刈
り
終
え
し
田
を
渡
り
行
く
鷺
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ッ
エ

何
時
ま
で
も
美
人
美
な
ら
ず
秋
の
風

落
栗
や
朝
霧
残
る
山
の
裾

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

ほ
く
ほ
く
線
沿
線

「
大
正
琴
を
楽
し
む
会
」
演
奏
会

日
　
時
　
m
月
2
8
日
（
土
）
午
前
1
0
時
～

会
　
場
　
松
代
町
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
北
越
急
行
㈱
営
業
開
発
室

　
（
公
0
2
5
7
1
5
0
1
1
2
5
1
）

O休日救急医
10月15日　大坪医院（四日町）

　　　　　奮57－6100
　　22日　田中外科医院（田中町）

　　　　　盈52－2403
　　　〃　上村病院（中里村）

　　　　　歪至63－2111

　　29日　たかき医院（土市）

　　　　　奮58－2361
11月3日　本町クリニック（本町3丁目）

　　　　　奮50－1160
　　5日　国保診療所（高原田）

　　　　　奮68－2034
　　〃　津南病院（大割野）

　　　　　奮65－3161
　　12日　池田医院（本町西）

　　　　　a52－2581

『
⑬
④
健
慮
』
④

～
う
つ
病
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
～

　
4
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
で
す
。
前

回
ま
で
の
話
の
中
で
「
う
つ
病
」
に
つ

い
て
少
し
は
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。
う
つ
病
は
早
期
に
発
見
し

治
療
す
れ
ば
大
半
の
人
は
回
復
し
ま
す
。

家
族
の
方
が
う
つ
病
の
症
状
に
早
く
気

づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

こ
で
、
も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。①
睡
眠
障
害
（
眠
り
が
浅
く
、
途
中
で

　
目
が
覚
め
眠
れ
な
い
。
）

②
食
欲
低
下
・
体
重
減
少

③
興
味
関
心
の
低
下

④
自
責
感
・
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
な
ど

　
ま
た
、
発
病
の
誘
因
と
し
て
、

①
不
幸
な
出
来
事
（
身
内
の
死
、
大
事

　
な
物
を
失
う
な
ど
）

②
過
労
が
続
い
て
い
る

③
家
族
内
で
の
対
人
関
係
（
長
期
間
我

　
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
）

④
身
体
疾
患
（
脳
卒
中
・
ガ
ン
・
痛
み

　
を
伴
う
病
気
な
ど
）

　
で
は
、
う
つ
状
態
に
気
が
つ
い
た
ら

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
専
門

医
に
受
診
し
治
療
を
受
け
る
の
が
一
番

で
す
が
、
役
場
や
保
健
所
で
も
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
役
場
卜
保
健
課
　
健
康
推
進
係
〉

☆
健
康
相
談
日
　
（
総
合
健
康
相
談
）

　
毎
月
2
0
日
※
休
日
の
場
合
そ
の
前
後

☆
心
の
健
康
相
談
　
（
専
門
医
対
応
）

　
年
2
回
　
次
回
ー
H
月
2
8
日

☆
そ
の
也
電
蓼
ど
で
も
随
時
相
談
盤

　
に
応
じ
ま
す
。

〈
十
日
町
保
健
所
－
地
域
保
健
課
〉

☆
精
神
保
健
相
談
（
専
門
医
対
応
）

年
8
回
日
程
は
電
蓼
ど
で
確
認
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。

～
連
絡
先
～

役
場
　
保
健
課
　
健
康
推
進
係

　
　
　
　
電
話
6
8
1
3
1
1
1
㈹

十
日
町
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
　
　
電
話
5
7
1
2
4
0
0
㈹

　
普
段
、
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
気
に
か
け
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
心
が
病
め
ば
身

体
も
不
調
に
、
生
活
や
人
間
関
係
も
う

ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
心
の
休
養

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

讐，’

鴛》
／

、・1　、、
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、
羅
繹
饗
，
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

葛
彦
き
き
犠
ぷ
び
窄
ぼ
む
㍗
庵

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田
村
　
イ
ト
81
（
徳
　
治
）
上
　
野

佐
藤
喜
代
治
82
（
本
　
人
）
中
島
町

佐
藤
　
丑
松
86
（
本
　
人
）
小
　
脇

若
月
キ
ン
8
8
（
重
夫
）
元
町

山
家
　
誠
二
91
（
　
誠
　
）
木
　
落

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
け
ん
た
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
喜
一
郎

南
雲
健
太
郎
　
　
　
田
中
町

　
　
　
　
　
　
　
恵
　
子

　
　
　
　
　
ひ
じ
り
　
誠

和
久
井
　
聖
洋
子
木
落

　
　
　
（
9
月
1
日
～
30
日
届
け
出
分
）

㌘
加
、
胴
廻
り
1
3
・
7
層
）
」
が
9
月
2
8
日

に
解
体
。
当
日
は
「
ト
ト
ロ
あ
り
が
と

う
～
さ
よ
な
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
企
画

さ
れ
、
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、
南
原

保
育
園
児
3
2
人
が
元
気
に
「
ト
ト
ロ
」

一一顧一薗’一一一－劇一一一一一一一一一一－－一一一一一一一一－－一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一■一一一騨一－一一一一－一一一－一一一一一一－一一一嗣一一剛－一－－－－一一一－－一一一一一一一一一．一一－一一一－一一一一一一一一一－一一一一－一臼一一嘲－一一1’

，

ち
い
さ
な
催
罷
児
鐘

　
、
　
・
　
　
　
ρ
　
　
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　霧難

「
卜
ト
ロ
」
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
～
さ
よ
な
ら

　
7
月
20
日
～
9
月
！
0
日
の
問
、
十
日

町
広
域
圏
内
6
市
町
村
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
た
「
大
地
の
芸
術
祭
」
。
こ
の
祭

り
を
民
間
で
も
盛
り
上
げ
た
い
と
、
8

月
3
日
に
角
万
寺
ス
キ
ー
場
管
理
組
合

（
小
林
正
夫
組
合
長
・
組
合
員
1
6
人
）

が
同
ス
キ
ー
場
に
建
設
し
た
作
品
「
角

万
寺
の
ト
ト
ロ
（
身
長
9
材
、
体
重
鵬

の
歌
を
歌
っ
て
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
＝

表
紙
の
写
真

　
こ
の
ほ
ど
、
月
見
ケ
原
公
園
に
、
象

の
形
を
し
た
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
制
の

新
し
い
滑
り
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
滑
り
台
は
、
中
村
貞
吉
さ
ん
（
木

島
・
6
9
歳
）
が
寄
贈
し
て
く
れ
た
も
の

で
、
　
「
町
の
役
に
立
て
れ
ば
」
と
自
ら

経
営
す
る
会
社
で
制
作
し
た
も
の
。
象

の
滑
り
台
は
、
毎
日
近
く
の
園
児
ら
が

楽
し
く
使
用
し
て
い
ま
す
。

「卜トロ」の歌を歌って労をねぎらう園児

自
倉
自
慢
会

11

月
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
10
時
～
午
後
2
時

白
倉
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
白
倉
小
）

瀦籔
騨

　
》
「
森
の
た
ん
け
ん
」

　
　
　
2
年
生
登
坂
美
咲
さ
ん

癒
顔
毒
者
つ
ぐ
吾

〉
「
書
」

　
4
年
生
斉
木
つ
ぐ
み
さ
ん

φ》
　
「
書
」

　
6
年
生
小
林
加
奈
さ
ん

亀
糠撫

鰯
灘
、
，

響『「」懸

趨齢

レ
「
ぎ
る
ぎ
る
の
お
も
い
で
」

　
1
年
生
南
雲
佳
奈
さ
ん

（
11
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）

〈
仙
田
小
学
校
丁

釣
．

》

　
　
　
小
琳
一
螺

一一「　9「

紗

一
書
」

3
年
生
小
林
　
輝
く
ん

12．10．10⑫

架
禰
太

レ
「
書
」

　
5
年
生
押
木
翔
太
く
ん


